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   Using various nuclei, observations were made on formation of calculi. The resuls 
are summarized as follows. 
   1) In vitro experiments proved to produce stones by dipping nuclei into urine. The 
nuclei dipped in urine of patients with urolithiasis crystallized salt more markedly than in 
urine of normal subjects. 
   2) In vivo studies of foreign body bladder stone showed that crystallization varied 
with nature of the used nuclei. Crystallization was hardly occured especially with sili-
conized nuclei. As sex difference, male animals produced larger and more crystalline 
calculi than females, of which cause was supposed to be attributed to anatomical difference 
the lower urinary tract. In addition, increase in urinary stream was proved to act as 















晶付着状態,結 石成育の様相を観察 して,各 尿
におけ る各種 核の成績を比較検討 した ところ特
に核物 質表 面の性 状 と結石発育 との間に興味あ
る結果 を見出 した.ま た正常人尿 と尿石尿 との
間 に も明 らかな相違がみ とめ られた.
つ いで ラッ ト膀胱 内に異 物 を 挿 入 し てin
vivOにおけ る結石形 成実 験を行 ない,核 の特
異性,性 別,尿 量,感 染な どに よる影響につい
て検討を加 えて興味 ある結果 をえた.ま た実験
方法につ いて もVermeulen法に若干の改良を
加えた ので併せ て報告 す る.










































なお尿pH測 定は 島津pHメ ーター,Ca測 定は









































体 重150～2009の ウィスター系雄性 ラヅトを
CLEACE-2飼料で飼育し,自 由飲水とした.
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核 を使用 した尿石 の 発 育実 験 としてはVer-
meuleniii-i18},為政103}.加藤 ら51)の一連 の研
究が あげ られ る.亜 鉛 円板,尿 石等を膀 胱内に
挿入 し,種 々条件 下に て異物結石を作った もの
で,そ の成績 を要約す る と1)異 物核 はその種
類に よっ て特異性 のみ られ る事,2)尿 量 を増
加 させると異物結石が 出来 ない事お よび結石 の
溶解 も可能であ る事,3)尿 のpHに よる影響
が大 き く,4)感 染特に尿 素分 解菌 の存 在に よ
り形成 されやすい,5)性 ホル モ ンの影響 がみ
られ る事 等である。 これ らはすべ て特殊条件下
であり,臨 床 酌にみた場合,す で に生 じた 自然
排出 しない尿石 の各種条件下 におけ る運命を知
るには非常 に有用 である.こ れ らは臨床 的に尿
石の溶解,増 大 の防止,自 然排出の可能性 に利
用 し得 る点や再発予防 の面で重要な 意 味 が あ
る.私 は これ らの事実に興味をいだ き,核 存在
下におけ る尿石 の成因究明 のため2,3の 基礎
的研究 を行 なった.ま ずinvitroにお ける実
験の結果 につ き検討を行なってみ る と,ラ ッ ト
尿に よる亜鉛 円板核浸漬実験では尿石形成が可
能であ り,同 じ核 で もシ リコーン化 して擾水性
を持 たせた ものでは結 石が出来 ず,尿 を稀釈 し
た場合では同一 日数 では何 れの核 で も結 石が出
来なかった.
人尿を使用 した同種 の実験で は正常人尿,尿
石尿 ともに結石形成をみたが,尿 石尿 の場合 に
は塩の析 出傾 向が著明で あ り,核 の種類 に より
析出量 に差を認めた.表 面積の大 きい綿糸,絹
糸において結石重量は最 も大 き く,尿 石,ゴ ム
等では中等度で同 じ程度で あった.
ラッ ト尿では結石形成を示 した亜鉛 円板 に人
尿では沈着がほ とん どみ られなかったのは意外
であった.核 の種類に対 す る沈着性に対 しては
正常尿,尿 石尿 間に差を認めなかった.
亜鉛核が ラッ ト尿,人 尿の間に示 した結石形
成 におけ る特異 的な相違 については,ラ ッ ト尿
による沈着塩 の組成 は燐 酸マ グネシ ウムアンモ
ンであ り,人 尿 のそれ は主 として燐 酸 カルシ ウ
ム,一 部穆酸 カル シウムであって,こ の析 出塩
の成分の差お よび尿成分、の差 に よるものであ ろ
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う.
以上 の事か らinvitroでも核存在下 では塩
の析 出がお こる事が証明 された 。本実験に使用
された尿 は尿pH,尿 中カル シ ウム,尿 中燐が
正常範 囲内にあったが この尿石尿 におい て塩の
析 出傾 向が正 常尿 よ りも強かった事 よ り,尿 石
は或 る種 の尿 成分 の相違に よ りお こるものがあ
る と推定 され るが,そ の原因については尚不 明
で ある.こ れ らの結果 はMcGeown67)68},Mukai
76)らのクル病軟骨試験 に よる と尿 にgooduri-
ne,evilurineが存在 し,後 者 は尿 石尿 に多 く
見 られ るとい う事実 と一致 す る.
ラッ トに よる膀胱内異物結石実験 に つ い て
は,先 に述べた様 にVermeulenらの詳細 な報
告 があ るので詳 し くは文献 にゆず る事に して簡
単 に述べ る.核 性 状の問題 に関 してはVerme-
ulenin}はパ ラフィン 等 の水 にぬれ に くい もの
は核 として適 さない と述べ ているが,私 の実験
結果 で もシ リコーン加工 した核 では 明 らか に結
石 の重量 が少な く,結 晶が沈着 しに くか った。
この事 より臨床的に泌尿器科領域で使用 され る
留置 カテーテルに しば しば塩の沈着がみ られ,
頻 回の交換 を必要 とす るが,こ の留置 カテーテ
ルに シ リコーン加工 した ものを使 用すれ ば,そ
の交換 の時期 を延長 出来 る可 能性 があ ると考 え
られ る.私 は ネラ トンカテーテルをシ リコー ソ
加工 して好成績を えたが,こ れ については稿 を
改 めて述べ る.
尿 石の男女別 の頻度 につ いてみ ると稲 田46}47}
らに よれば男性に多 く,男女比は8:1で あり,
この理 由については未 だ不 明で ある と述べ てい
る,性と異物結石 との関係 についてVermeulen
ら115}はHoltzmanRatを使用 して膀胱 内異 物
結石 を作 り,雄で は燐酸 マグネシ ウムア ンモ ン,
雌 では燐 酸カルシ ウムよ りなる結石 を得 ている
が,こ れは雌雄に よ り尿中Mg,Caの 濃度 に軽
度 の差 がみ られ るためであ ろう といった.ウ ィ
スター系 ラッ トでは雌雄 で この様な尿成分にほ
とん ど差 をみ ないが,私 の結果 では結石重量に
は有意 の差がみ られ なかったに もかかわ らず表
面の性状に明 らか な相違が み られた.こ の事 は
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図2尿 石尿による試験管内異物結石重量
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図5膀 胱内異物結石
上段はネラトンゴム核
下段はシリコーン加工ゴム核で,左端の
ものは全 く結石形成をみない
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図7膀 胱内異物結石(性 別の影響)
♀は表面平滑である
δは粗大,雑 であり結晶状態が全く異る
図6膀 胱内異物結石の重量と性状(性別)
